
ORの知識を持った人間が居ないために，解決されず  
にいる問題も多いのではないでしょうか．問題と研究  

者とがうまくマッチングされれば，社会の様々な問題  

解決の場面において，ORがもっと清川されるように  

なるはずです．  

●先月の特集で紹介した「データ解析コンペティショ  
ン」は，現実の問題と研究者とをマッチングさせる絶  

好の機会になっています．こうした機会がより多く提  

供されるようになれば，ORの有効性を企業にアヒー  

ルし，ORの実用化と普及がより一層促進される結果  
に繋がるのではないでしょうか．私も学会誌の編集委  

員として，こうした問題と研究者とのマッチングに何  

か貢献できることはないか，考えていきたいと思いま  

すので，何か良いアイデアなどございましたら，ご連  

絡お悔いします．  （所 健一）  

編集後記  

●今回は毎年恒例となっている「企業事例」の特集で  

す．みなさん既にご存知でしょうが，研究発表会には，  
実務担当者がORの適用事例について発表する，「企  

業事例交流会」のセッションが設けられています．今  

回の特集では，過去の企業事例交流会で発表された内  

容のいくつかを，新たに原稿としてまとめて頂きまし  

た．今回の特集を通して，現実の問題にORを適用す  

る際の苦労や，苦労を乗り越えて問題を解決した時の  

喜び・達成感が，みなさんにも伝わったのではないで  

しょうか．  

●今回の特集で紹介した事例をはじめ，実際の問題解  

決の場面において，ORは数多くの成果を挙げてきて  

います．しかし，社会にはORグ）通用が有効な問題が，  

まだまだ沢山残されていると思し、ます．問題の近くに  
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